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（過去そのものがある）としよう。すると，それは「過ぎ去っ
たこと（過去）がそれ自体としてある
































































































































































義を担う原理として登場してきたのであるが，それは 19 世紀の後半から 20
世紀へ向かって，もう一つの大きな転機を迎えることになる。この役割を担っ







































































因果律と自覚─その２　時間的因果論とツァラトゥストラ （ 51 ）
定」によって問題の克服を目指すアクティブなそれである。ニーチェはショー
ペンハウアーの苦悩を招く「生きんとする意志」に対して苦悩を克服する「力
















































との和解（die Versöhnung mit der Zeit）」のみならず，「あらゆる和解よりも
高いもの（Höheres als alle Versöhnung）」を欲する意志であるとツァラトゥ
ストラ＝ニーチェは述べる。しかし，まさにその時，ある問いが沸き起こっ
てくる。
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─おまえ























































































　①「この瞬間をみよ！（Siehe, sprach ich weiter, diesen Augenblick!）」
とわたしは語りつづけた。「この瞬間という門から，一つの長い永遠の
道がうしろへと
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道をも─もう一度歩むにちがいない
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